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近代日本の最初のお雇いドイツ語教師
ヤーコプ・カデルリー（1827－1874）の生涯

城　岡　啓　二

スイス人ヤーコプ・カデルリーは詳細が不明の日本最初のお雇いドイツ語教
師だったひとだが、国立公文書館にある日本の公文書（『公文録』、『太政類典』、

「御雇教師部類」）やスイス総領事カスパル・ブレンワルトの日記などから日本
における諸事情がかなり分かるようになってきた。また、スイスのベルンでは、
内容は誇張が多くそのまま信用はできないが、郷土資料として伝記が作成され
ていた。

本稿は、これまで、筆者が論文や口頭発表で明らかにしてきた内容に再検討
を加え、カデルリーについて現時点で分かっていることを簡潔にまとめた内容
になっている。カデルリーの生涯についての簡単な年表も作成した。過去に書
いた拙論は日本人の読者を想定し、日本語で発表してきたが、本稿はドイツ語
で書いているので、日本語資料に比べてドイツ語資料の比率が高くなっている。
また、読者としてドイツ語を解する外国人を想定しているため、お雇いドイツ
語教師カデルリーが教えた大学南校をとりまく状況、欧米の学問を導入し近代
化を急ぐ日本の状況や明治10年に東京大学が誕生する以前の明治日本の洋学校
の状況などについて必要最小限の説明をし、当時のお雇い外国人教師を取り巻
く状況を外国人がある程度理解できるような記述を目指した。


